
2013年度関西学生バスケットボールリーグ戦
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
10 * 1 1 2 5 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0
16 * 0 0 0 4 2 4 1 0 1 1 1 0 0 0
22 * 0 0 6 15 4 6 0 2 10 12 2 0 0 5
26 * 0 0 4 5 0 0 0 2 1 3 2 0 0 1
33 * 0 0 6 13 0 0 2 0 2 2 0 1 0 0
6 0 2 5 2 3 0 0 1 0 1 1 0 1 0 0
7 0 0 0 2 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
9 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
11 0 0 0 3 5 1 2 0 2 0 2 1 0 0 0
15 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0
20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
24 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0
25 0 0 0 3 4 0 1 2 0 1 1 0 0 0 0
38 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 0 0 0 0

3 6 29 62 7 13 9 6 16 22 8 3 0 6

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
8 * 0 0 1 4 0 0 3 0 4 4 3 0 0 0
11 * 2 2 3 5 0 2 1 1 4 5 2 0 0 1
35 * 0 0 0 4 0 0 2 0 0 0 1 0 0 0
55 * 0 0 3 7 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0
67 * 0 0 5 11 2 2 3 4 3 7 1 0 0 0
5 0 0 0 2 3 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0
6 0 0 0 2 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
34 0 1 5 5 8 0 0 1 1 0 1 1 1 0 0
37 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2 0 2 0 0
99 0 0 0 2 6 0 0 4 0 1 1 1 0 0 1

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
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井林 宥輔 4 8

27
大八木 誉之 12

福島 樹

34

4 26

丹羽 基貴 13 23
大西 孝信 0 7

13

森岡 裕大 2 12

ST MINTO AS

松岡 治宏 4

小林 礼秧 6
柳内 龍馬 0
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石川 琢巳 12 33
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京都産業大学
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Team / Coach: 禿　正信
合　　　計 74
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新垣 康太郎 0
-

室垣 佑真 7 20

藤田 俊祐 12 27
保花 広樹

4

谷内 陽 2 3

野呂 俊大 4 10
渡邊 太 0 2

2
戸梶 智康 0 4
大木 健司 6 12

10 14

シェリフ ソウ 16 35

大田 泰平 0

橋本 尚明 2 20

松本 祥平 8 28
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甲斐 侑 7 18
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２次リーグ戦 勝チーム

試 合 日 2013.10.13
近畿大学開始時間 16:00

会　　場 立命館大学体育館

近畿大学

Ｆ REBOUND№

コ ー ト
勝ち点11 勝ち点6試 合 ＮＯ157

74 57

敗チーム

京都産業大学

男子

戦評
前半、近畿大学が高さと個々の能力の高さを生かし10点以上のリードをつける展開が続いたが、京都産業大学も合
わせのプレイで得点を重ね点差をじりじりと詰めていく。後半、前半を1点差で終えた京産大だったが、第3ピリオドで
近畿大が勢いにのり始め、京産大はオフェンス、デフェンス共に良い結果を残すことが出来ない。決めるべきところ
では決めて、大きくは点差は離れなかった京産大だが、第4ピリオドで近畿大の3Pシュートやブレイクと圧倒され、一
時は京産大もデフェンスからのブレイクで点差を縮めるが、追いつくには至らず試合終了。
第1ピリオド、序盤は両大学ともに、デフェンスが機能してなかなか得点が入らない。そんな中、近畿大#22シェリフが
激しいブロックを決め高さを見せつけ、#16橋本のフリースローや#22シェリフの高さを生かしたシュートで得点を重ね
ていく。一方京産大も、#11石川のドライブなどで果敢に攻めるが、近畿大の高さを意識するあまりになかなか得点を
することができない。近畿大は高確率のアウトサイドシュートに加え、高さを生かしたインサイドプレイで得点を重ね
11-2とリードする。近畿大のオフェンスを止めることができず、15-4と点差がついたところで京産大タイムアウト。京産
大は#11石川の3Pシュートや終了間際の#5松岡のジャンプシュートで追い上げ、17-11で折り返す。
第2ピリオド、京産大は開始直後からオフェンスファウルをとり、その直後にもオーバータイムをとるなど好ディフェンス
を連発する。オフェンスでも合わせからの得点や3Pシュートが決まり、4点差まで詰め寄る。しかし近畿大も、ゴール
下のバスケットカウントなどで落ち着いて点数を重ねて行き、点の取り合いとなる。京産大は#11石川が起点となりプ
レイを組み立て攻め、#67大八木のフリースローが決まり、31-27と近畿大リードで第2ピリオドを終える。
第3ピリオド、近畿大が激しいデフェンスからのブレイクを連発し得点する。京産大は近畿大の勢いを止めきれず、点
差は開き、その後も近畿大#22シェリフが連続得点でさらに得点する。京産大も#67大八木、#11石川が負けじと得点
するが、近畿大に3Pシュートを決め返されるなどなかなか点差を縮めることができず、38-56と近畿大リードで第3ピリ
オドを終える。
第4ピリオド、近畿大は3Pシュートを連続で決め勢いにのる。京産大もオールコートデフェンスに切り替え、#34丹羽
の3Pシュートなどで得点するが次に繋がらず点差が縮まらない。一方、近畿大はオフェンスで確実に点を決めてい
き京産大を勢いに乗せない。しかし近畿大のオフェンスが甘くなったところで、京産大はブレイクで得点し、近畿大
はタイムアウト請求。その後近畿大はいつもの調子を取り戻し、そのままタイムアップとなり、57-74で近畿大が勝利し
た。
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